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第
二
十
六
条
第
三
項
中
「
液
体
状
」
を
「
流
体
状
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
中
「
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
所
」
を
「
工
場
等
」
に
、「
替
え
る
」を「
代

え
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
原
子
炉
格
納
施
設
）

第
二
十
八
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
施
設
を
施
設
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

通
常
運
転
時
に
、
そ
の
内
部
を
負
圧
状
態
に
維
持
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
所
定
の
漏
え
い
率
を
超
え

る
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二

設
計
基
準
事
故
時
に
お
い
て
、
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
原
子
炉
格
納
施
設

か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
を
低
減
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
八
条
の
二
を
削
る
。

第
二
十
九
条
の
見
出
し
を「（
保
安
電
源
設
備
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
設
備
を
」
を「
非
常
用
電
源
設
備
を
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
に
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
安

全
に
停
止
し
、
又
は
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
設
備
の
動
作
に
必
要
な
容
量
を
有
す
る
蓄
電
池
そ
の
他
の
非
常
用

電
源
設
備
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
実
験
設
備
等
）

第
三
十
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
設
置
さ
れ
る
実
験
設
備
（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
利
用
し
て
材
料
試

験
そ
の
他
の
実
験
を
行
う
設
備
を
い
う
。）及
び
利
用
設
備
（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
利
用
し
て
分
析
、
放
射
性

同
位
元
素
の
製
造
、
医
療
そ
の
他
の
行
為
を
行
う
た
め
の
設
備
を
い
う
。）（
以
下
「
実
験
設
備
等
」と
総
称
す
る
。）

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

実
験
設
備
等
の
損
傷
そ
の
他
の
実
験
設
備
等
の
異
常
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
試
験
研
究
用
等
原
子

炉
の
安
全
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

実
験
物
の
移
動
又
は
状
態
の
変
化
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
運
転
中
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に
反
応

度
が
異
常
に
投
入
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

放
射
線
又
は
放
射
性
物
質
の
著
し
い
漏
え
い
の
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
実
験
設
備
等
の
動
作
状
況
、異
常
の
発
生
状
況
、

周
辺
の
環
境
の
状
況
そ
の
他
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
上
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
原
子
炉
制
御
室
に
表

示
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

実
験
設
備
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、
原
子
炉
制
御
室
と
相
互
に
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ

る
こ
と
。

第
三
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
多
量
の
放
射
性
物
質
等
を
放
出
す
る
事
故
の
拡
大
の
防
止
）

第
三
十
条
の
二

中
出
力
炉
又
は
高
出
力
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
発
生
頻
度
が
設
計
基
準
事

故
よ
り
低
い
事
故
で
あ
つ
て
、
当
該
施
設
か
ら
多
量
の
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
を
放
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も

の
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
章
の
章
名
を
「
第
三
章

研
究
開
発
段
階
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
第
五
号
中
「
原
子
炉
停
止
時
」
を
「
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
停
止
時
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
一
次
冷
却
設
備
」
を
「
一
次
冷
却
系
統
設
備
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
故
障
、
損

壊
等
」
を
「
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
」
に
、「
し
う
る
」
を
「
し
得
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
中
「
故
障
、
損
壊
等
に
伴
う
衝
撃
」
を
「
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
に
よ
る
衝
撃
」
に
、「
そ
の

他
の
要
因
に
よ
る
荷
重
の
増
加
」
を
「
そ
の
他
の
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
に
加
わ
る
負

荷
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
中
「
故
障
、
損
壊
等
」
を
「
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
を「（
反
応
度
制
御
系
統
及
び
原
子
炉
停
止
系
統
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
通
常
運
転
時
に
お
い
て
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
反
応
度
を
制
御
で
き
る
よ
う
、
反
応
度
制
御
系
統
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
原
子
炉
停
止
系
統
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

制
御
棒
そ
の
他
の
反
応
度
を
制
御
す
る
設
備
に
よ
る
二
以
上
の
独
立
し
た
系
統
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

二

通
常
運
転
時
の
高
温
状
態
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
燃
料
の
許
容
設
計

限
界
を
超
え
る
こ
と
な
く
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
少
な
く
と
も

一
つ
は
、
高
温
状
態
に
お
い
て
未
臨
界
を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

運
転
時
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
る
こ

と
な
く
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
低
温
状

態
に
お
い
て
未
臨
界
を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系

統
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
と
併
せ
て
又
は
単
独
で
、
速
や
か
に
試
験
研
究
用
等

原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
低
温
状
態
に
お
い
て
未
臨
界
を

維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

制
御
棒
を
用
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
本
の
制
御
棒
が
固
着
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
前
二
号
の
機
能
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
三
十
八
条
第
四
項
第
一
号
中
「
し
う
る
」
を
「
し
得
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
第
四
十
一
条
の
六
第
一
項

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
故
障
、
損
壊
等
」
を
「
損
壊
又

は
故
障
そ
の
他
の
異
常
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
見
出
し
を「（
保
安
電
源
設
備
）」に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
中
「
第
二
十
一
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
四
項
本

文
」
を
「
第
二
十
一
条
の
二
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
（
第
五
項
た
だ
し
書
を
除
く
。）」
に
、「
並
び
に

第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
四
十
一
条
の
六
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
、「
工
場

又
は
事
業
所
」
を
「
工
場
等
」
に
、「
第
二
十
八
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
六
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
章
の
章
名
を
「
第
五
章

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
」
に
改
め
、
第

四
章
を
第
五
章
と
し
、
第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章

ガ
ス
冷
却
型
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設

（
ガ
ス
冷
却
型
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
）

第
四
十
一
条
の
二

ガ
ス
冷
却
型
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
よ
り
施
設
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
用
燃
料
体
）

第
四
十
一
条
の
三

試
験
用
燃
料
体
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

試
験
計
画
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
試
験
用
燃
料
体
の
健
全
性
を
維
持
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
燃
料
体

の
性
状
又
は
性
能
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

設
計
基
準
事
故
時
に
お
い
て
、
試
験
用
燃
料
体
が
破
損
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を

安
全
に
停
止
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
及
び
炉
心
の
冷
却
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

放
射
性
物
質
の
漏
え
い
量
を
抑
制
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

輸
送
中
又
は
取
扱
中
に
お
い
て
、
著
し
い
変
形
が
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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